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29．RIアンギオカルジオグラフィーによる右心

　　室駆出率の測定
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　RIカルジオグラフィーとデーター処理装置を

用い右心室駆出率（RVEF）を測定した．方法は

99mTc　15～20　mCiを静注しミニコンピューター

でFirst　pass法によるRVEFを求めた．測定上

統計的動揺を少なくするため，右心室のヒストグ

ラムにSmoothingを行なったが，このために3％

RVEFが低く算出された．　Tracerをsingle　bolus

で注入すること，ROIを正確にとることは測定上

注意すべきことであった．10名のimeangio法に

よる値と比較してよい相関が得られ，同じくRI

法による心係数，駆出量，右室拡張期容量，右心

左心時間と対比してRVEFが心機能を表わす重

要な一指標であることを確認した．RVEFは左室

駆出率と比べると，心不全度を表わす感度は低い

が，僧帽弁膜症，先天性心疾患，肺性心などでは

有意に低下した．

　RI法によるRVEFの測定は，　Geometryに比

較的影響されにくく非観血性，簡便性という点で

秀れた方法である．
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　　の検討一RI心アンギオを用いて
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　虚血性心疾患の左室functional　reserveを知る

ため，安静時および運動負荷時にRI心アンギオ

を施行した．対象は，健常3例，陳旧性心梗塞例

8例である．RI心アンギオは，　Pho／Gamma　HP

型シンチカメラにミニコンをon　lineで接続し，

坐位，左後斜位60°で施行した．Tc　20　mCiを

bolus　injectionし，心電図波形とともに30秒間コ

ンピューターに集録した．運動負荷には，自転車

エルゴメーターを使用した．

　Tc左室第1回通過時のデータより，心電図R

波より50msecのimage　dataを4～6拍合成し，

拡張終期像を作成，さらに拡張終期像とバックグ

ラウンドROIのtime　activity　curveを，左室放

射活性の高い2～3拍に関して求め，これより1

心拍での左室放射容量曲線を50msecごとに作成

し，これを用い左室駆出率を計測，またこの曲線

を利用し，収縮終期像を作成し，左室壁運動の診

断を行なった．

　健常3例では負荷により，壁運動は良好となり，

駆出率も平均58％から70％へ増加した．虚血性心

疾患例では，8例中7例で新らたな左室壁運動異

常の出現もしくは，安静時存在した壁運動異常の

増悪がみられた．また，左室駆出率も1例で軽度

上昇したが，7例で負荷により低下を示した（平

均，安静時47．5％，負荷時41．1％）．以上より，

運動負荷時のRI心アンギオは，虚血性心疾患の

診断および左室のfunctional　reserveを知る上で

有用な検査と考える．
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